















































(2) この写本にもとづき，種村と Arlo Griffiths（海外研究協力者・フランス極東学院）が忠実な転
写テキスト(diplomatic edition)を作成した． 





密教聖典研究会によるテキストの §31 の冒頭部は， tataḥ svayaṃ snātaḥ sugandhāṅgo 









 密教聖典研究会によるテキストの§29 では mānuṣāsthicūrṇahoXXX viṣasahitena maṇḍalavighnaṃ 









時点では，後半部の 3分の 1程の暫定的な英訳註を作成済みである． 














































成 30年度から 3年間，本研究の結果を踏まえ引き続き研究を遂行していく計画である． 
 
③研究成果の公表等について 
 本研究による結果の公表に関しては，今後 3 年間で『一切金剛出現』の校訂テキストおよび英
訳註を完成させ，何らかのモノグラフの形で出版したいと考えている．また，現時点までの成果
を “Towards a New Critical Edition of Ānandagarbha’s Sarvavajrodayā（仮題）” として，平成 30年度
中に学術雑誌にて出版する計画である． 
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